
第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

交 通 ・ 地 域 安 全 課
１　行政、県民、市町、事業者等の代表者からなる県民会議において、自主防犯活動の促進、支援を行うこ
とにより自主防犯意識の高揚を図る。
２　犯罪のない安全・安心まちづくりを県民総ぐるみで取り組むための「犯罪なく３ば運動」を推進する。

１　県民会議　年１回以上開催
２　犯罪なく３ば運動の推進

１　6/6県民会議開催
２　広報誌による犯罪なく３ば運動の
広報を実施

１　県民会議　年１回開催
２　犯罪なく３ば運動の推進

2,146の一部

生 活 安 全 企 画 課 　犯罪のない安全・安心まちづくりを県民総ぐるみで取り組むための「犯罪なく３ば運動」を推進する。 犯罪なく３ば運動の推進
モデル地区、モデル校及びモデル事
業所を指定し、防犯講話、キャンペー
ンなどを実施

犯罪なく３ば運動の推進 1,819

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　県防連と連携し、防犯指導技能養成講座を開催する。 年１回開催 1/13宣言団体、事業所等を招き実施 年１回開催 －

生 活 安 全 企 画 課 　防犯講習会を積極的に開催し、地域住民の自主防犯意識の高揚を図る。 適宜実施
防犯講習会、防犯教室の開催回数
1,567回

適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　非行防止教室、薬物乱用防止教室等の機会を利用して防犯指導を実施する。 各学校からの要請に応じて適宜実施

・非行防止教室～194回開催、参加
者32,548人
・薬物乱用防止教室～97回開催、
参加者14,031人

各学校からの要請に応じて適宜実施 1,766の一部

ｻ ｲ ﾊ ﾞ ｰ 犯 罪 対 策 課
　インターネット利用による犯罪被害防止講話（サイバーセキュリティ講話）や各種会合における啓発、チラ
シ、パンフレット等広報資料作成による啓発活動を推進する。

サイバーセキュリティ講話
13,000人以上受講

サイバーセキュリティ講話
22,582人

サイバーセキュリティ講話
13,000人以上受講

－

地 域 課 　生安課と連携して防犯講習会を開催する。 生安課と連携して防犯講習会を実施
生安課と連携して防犯講習会を実
施した。

生安課と連携して防犯講習会を実施

交 通 ・ 地 域 安 全 課
　自治会等に犯罪のない安全・安心まちづくりに関する各種情報・資料を提供するなど、自主防犯意識の
啓発に努める。

要請に応じて対応

安全・安心まちづくり通信の発行
（R４年度４回）
パートナー通信の発行(R４年度12
回）

要請に応じて対応 －

生 活 安 全 企 画 課 　自治会等が開催する各種会合等へ参加し、安全情報を提供する。 適宜実施
地域住民を対象とした防犯講話な
どを実施

適宜実施 －

地 域 課 　自治会等が開催する各種会合等へ参加し、安全情報を提供する。 会合出席時に適宜実施
各種会合出席時に適宜安全情報を
提供した。

会合等出席時に適宜実施 －

交 通 企 画 課 　自治会等で開催される各種会合等に参加して情報を提供する。 適宜実施
交通安全教育実施回数、受講者数
6,457回、297,086人

適宜実施 －

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　犯罪のない安全・安心まちづくり推進旬間啓発用ポスターを作成し、関係機関へ配布する。 ポスター2,800枚作成（旬間） 2,800枚作成、配布 ポスター2,800枚作成、配布（旬間） 2,146の一部（再掲）

生 活 安 全 企 画 課 　関係機関・団体と連携して、「安全・安心まちづくり長崎県大会」を開催し、広報啓発を図る。 10月中に１回開催
コロナ禍を考慮し、「表彰式」という
形で規模を縮小して開催し、広報啓
発を図った。

10月中に１回開催 －

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　犯罪のない安全・安心まちづくりを啓発するためのポスター、チラシを作成、配布する。 ポスター2,800枚作成（旬間） 2,800枚作成、配布 ポスター2,800枚作成、配布（旬間） 2,146の一部（再掲）

こ ど も 未 来 課
　ココロねっこ運動を通して、ふれあいに満ちた安全・安心なまちづくりを進めるため、次の取組を実施する。
１　ポスター、チラシの作成、配布
２　地域におけるココロねっこ運動の実践向上のための全２１市町における普及啓発イベントの開催

啓発リーフレットの作成及び各市町
への配布

啓発リーフレットの作成、配布 啓発リーフレットの作成、配布 21,738

生 活 安 全 企 画 課 　県防連と連携し、犯罪情勢の変化に対応した防犯ポスター、パンフレットの作成を推進する。 連携して作成 連携して作成 連携して作成 －

生 活 安 全 企 画 課 　駐輪場における防犯診断等の機会を通じて、自転車防犯登録制度の普及啓発を図る。
継続広報及び新規購入者に対する
呼び掛けを実施

防犯ボランティア団体等と協働する
など適宜実施

継続広報及び新規購入者に対する
呼び掛けを実施

－

地 域 課 　生安課と連携し、街頭活動を通じて児童・生徒等に対する自転車防犯登録制度の普及啓発を図る。 街頭活動を通じて指導を実施
パトロール等街頭活動を通じて指導
を実施した。

街頭活動を通じて指導を実施 －

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　施錠の励行や防犯意識の高揚を促す防犯ポスター、チラシを作成、配布する。 ポスター2,800枚作成（旬間） 2,800枚作成、配布 ポスター2,800枚作成、配布（旬間） 2,146の一部（再掲）

生 活 安 全 企 画 課 　犯罪なく３ば運動をし、施錠意識の向上を図るための取組を推進する。 適宜実施
モデル地区、モデル校及びモデル事
業所を指定し、防犯講話、キャンペー
ンなどを実施

適宜実施 －

地 域 課 　巡回連絡や防犯講座等、あらゆる機会を通じて、県民に施錠意識を啓発するための防犯指導を行う。
ミニ広報紙等による広報啓発と合同
パトロールを通じた指導を実施

ミニ広報紙等による広報啓発や自
治体等との合同パトロールによる指
導を実施した。

ミニ広報紙等による広報啓発と合同
パトロールを通じた指導を実施

－

交 通 ・ 地 域 安 全 課 長崎県防犯・交通安全パートナー事業所等に働きかけて自主的な防犯・交通安全意識高揚を図る。 随時実施
パートナー通信の発行を通じた働き
かけ　年12回

随時実施 274

生 活 安 全 企 画 課 　長崎県万引き防止官民会議等を開催し、関係機関・団体と連携した抑止対策を推進する。 適宜開催 － 適宜開催 －

地 域 課 　犯罪情勢を踏まえ、犯罪発生のおそれがある施設等を巡回・訪問し、管理者等に指導を行う。
巡回連絡等を通じて管理者等に対す
る指導を実施

巡回連絡等を通じて管理者等に対
する指導を実施した。

巡回連絡等を通じて管理者等に対す
る指導を実施

－

令和5年度（年）

１
　
意
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く
り

⑴
自
主
防
犯
意
識
の
啓
発

①自主防犯意識の高揚

②防犯講習会等の開催

③各種会合等での啓発

④広報・啓発活動の推進

⑤ポスター、パンフレットの
作成

⑥自転車防犯登録制度
の普及

基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

⑦施錠意識の啓発

⑧施設管理者等の防犯
意識啓発活動の推進

資料4
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交 通 ・ 地 域 安 全 課 　規範意識の向上を図るため、関係機関・団体等と連携して啓発活動を行う。 啓発物品の作成 広報啓発グッズの購入、配布 啓発物品の作成 2,146の一部（再掲）

生 活 安 全 企 画 課
　万引き等のゲートウェイ犯罪等について、自治体、地域住民、事業者等と連携しつつ、総合的な抑止対策
を推進し、規範意識の向上を図る。

総合的な抑止対策推進
巡回連絡、万引き警戒等を通じて管
理者等に指導を実施

総合的な抑止対策推進 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

少年の規範意識向上のため、次のような取組を実施する。
１　非行防止教室等あらゆる機会を通じた広報啓発活動
２　少年警察ボランティアと連携した広報啓発活動
３　非行少年の立ち直り支援活動

適宜実施

・非行防止教室～194回開催、参加
者32,548人
・薬物乱用防止教室～97回開催、
参加者14,031人

適宜実施 12,498の一部

地 域 課
　生安課、少年課と連携して学校での講習会に参加する。
　地域の各種会合や街頭活動中の指導等により意識づけを図る。

生安課、少年課と連携した講習会の
開催、各種会合等における指導の実
施

生安課、少年課と連携して講習会を
実施した。

生安課、少年課と連携した講習会の
開催、各種会合等における指導の実
施

－

児 童 生 徒 支 援 課
　情報社会におけるマナーとルールを守り、インターネットの安全利用のため、情報モラル教育教材「ＳＮＳ
ノート・ながさき」を活用し、児童生徒の適切な情報モラルの醸成に努める。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　少年の情報モラル向上のため、非行防止教室、薬物乱用防止教室等の機会を利用した児童・生徒に対
する指導を推進する。また、ホームページ、広報紙等による啓発活動を推進する。

要請に応じて適宜実施

・非行防止教室～194回開催、参加
者32,548人
・薬物乱用防止教室～97回開催、
参加者14,031人

要請に応じて適宜実施 1,766の一部（再掲）

ｻ ｲ ﾊ ﾞ ｰ 犯 罪 対 策 課
　インターネット利用による犯罪被害防止講話（サイバーセキュリティ講話）や各種会合における啓発、チラ
シ、パンフレット等広報資料作成による啓発活動を推進する。

サイバーセキュリティ講話
13,000人以上受講

サイバーセキュリティ講話
22,582人

サイバーセキュリティ講話
13,000人以上受講

－

交 通 ・ 地 域 安 全 課
　長崎交通公園・高齢者交通安全教育事業等を通じての交通安全教育と各種交通安全運動を通じて交
通ルールの遵守を指導する。

随時実施 随時実施 随時実施 －

交 通 企 画 課
交 通 指 導 課

　幼児、児童等に対する交通安全教室や企業・高齢者等を対象とした各種講習会等による交通安全教
育、関係機関・団体と連携したキャンペーン等の広報啓発活動・飲酒運転を始めとした悪質・危険な交通
違反の取締りを推進する。

交通安全教育の受講者数
420,000人

交通安全教育実施回数、受講者数
6,457回、297,086人

交通安全教育の受講者数
420,000人

－

薬 務 行 政 室
１　地域における薬物乱用対策を支援するため、啓発資材の作成、提供、講師の派遣を行う。
２　県民に、麻薬、覚せい剤を始め、危険ドラッグの乱用防止を啓発するため、薬物の種類、乱用の実態等、
薬物乱用防止に係る講習会等を開催する。

県民への薬物乱用防止に係る講習
会等の開催回数
50回

34回（暫定値）
県民への薬物乱用防止に係る講習
会等の開催回数
50回

10,453の一部

体 育 保 健 課 　公立小・中、高等学校において、薬物乱用防止教室を開催する。

公立小・中・高等学校薬物乱用防止
教室の開催率
　小学校 95％以上
　中学校、高等学校 100％実施

小学校　　　９３％
中学校　　１００％
高等学校　１００％

公立小・中・高等学校薬物乱用防止
教室の開催率
　小学校 95％以上
　中学校、高等学校 100％実施

42

少 年 課
（人身安全・少年課）

　学校での非行防止教室、薬物乱用防止教室の開催や、薬物乱用防止広報車の効果的運用を通じて、児
童生徒に対する薬物乱用防止の意識づくりを推進する。

非行防止教室・薬物乱用防止教室
の参加者数８万人以上

・非行防止教室～194回開催、参加
者32,548人
・薬物乱用防止教室～97回開催、
参加者14,031人

非行防止教室・薬物乱用防止教室
の参加者数８万人以上

1,766の一部（再掲）

⑤非行防止教室の開催

少 年 課
（人身安全・少年課）

　小さなルール違反や万引き、乗り物盗などゲートウェイ犯罪の非行を重点とした非行防止教室を開催す
る。

非行防止教室・薬物乱用防止教室
の参加者数８万人以上

・非行防止教室～194回開催、参加
者32,548人
・薬物乱用防止教室～97回開催、
参加者14,031人

非行防止教室・薬物乱用防止教室
の参加者数８万人以上

1,766の一部（再掲）

⑥学校における道徳教育
の推進 児 童 生 徒 支 援 課

　本県道徳教育の指針を踏まえ、小中高１２年間を見通した道徳教育を推進し、モラルや規範意識を子供
の発達段階に即しながら指導し、心豊かな長崎っ子を育成する。

「長崎っ子の心を見つめる教育週間
（前期５～７月、後期９月～１１月）」を
実施

安全対策要綱を各学校へ配布し、
各学校において適宜実施

「長崎っ子の心を見つめる教育週間
（前期５～７月、後期９月～１１月）」を
実施

－

⑦人権尊重社会づくりに
向けた啓発等の推進 人 権 ・ 同 和 対 策 課

　安全・安心のまちづくりの基本となる県民一人ひとりの人権意識の醸成を図るため、各種講演会や研修
会、イベント等を開催する。

随時実施 研修会、講演会等開催 随時実施 33,375

交 通 ・ 地 域 安 全 課
犯罪被害者等支援に従事する職員
を対象とした研修の実施

8/29市町職員対象の研修会を実
施

犯罪被害者等支援に従事する職員
を対象とした研修の実施

－

犯 罪 被 害 者 支 援 室
年間を通じて広報・意識啓発活動を
実施

適宜実施
11/23、犯罪被害者等支援講演会
を開催（県との共催）

年間を通じて広報・意識啓発活動を
実施

－

　犯罪被害者等支援に従事する職員を対象とした研修等を実施して資質の向上を図るほか、犯罪被害者
等の援助を行う団体の活動等を周知するための広報啓発活動を推進する。

⑵
規
範
意
識
の
向
上

①犯罪に手を染めない意
識づくり

②サイバー空間における
マナー・モラルの向上

③交通ルールの遵守

④薬物乱用防止対策の
推進

⑧犯罪被害者等への理
解の増進
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資料4

広 報 課 　県の広報誌等への掲載等による県民への情報提供を行う。
県の広報媒体を活用し、施策の紹
介、安全情報の周知を図る。

県の広報媒体を活用し、施策の紹
介、安全情報の周知等を図った。
※実績
・全世帯広報誌「つたえる県ながさ
き」
・長崎新聞「県からのお知らせ」
・NBCラジオ「県庁タイムス」
・FM長崎「Saturday Chat Box」
及び「タウンナビ」

県の広報媒体を活用し、施策の紹
介、安全情報の周知を図る。

広報課全体予算の一部

生 活 安 全 企 画 課 適宜実施
本部・警察署合わせて生活安全
ニュースを404回発行

適宜実施 －

地 域 課
・ミニ広報紙を県内で年間1,200回
以上発行・交番駐在所速報を適宜発
行

・ミニ広報紙を年間1,560回、交番・
署所在地・駐在所速報を414回発
行した。

・ミニ広報紙を県内で年間1,200回
以上発行
・交番等速報を適宜発行

－

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　インターネットを通じて、犯罪発生状況、防犯対策について情報提供する。 適宜実施
パートナー通信をホームページに掲
示

適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課
１　インターネットにより情報発信を行う「もってこいネットワーク通信」の拡大を図る。
２　携帯電話にメールで情報発信を行う「安心メールキャッチくん」の登録会員数の拡大を図る。

随時広報を実施し、配信先、登録者
数を拡大

「安心メール・キャッチくん」登録件
数
19,363人（前年比-81人）

随時広報を実施し、配信先、登録者
数を拡大

－

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　新聞、テレビ、ラジオなどを通じての広報や県広報紙の掲載、市町等に対して安全情報等を提供する。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課 　新聞、テレビ、ラジオ、自治体広報誌等を活用し、安全情報を提供する。 各種媒体を活用して広報を実施 各種媒体を活用して広報を実施 各種媒体を活用して広報を実施 －

スマート県庁推進課
　県民が安心してインターネットを利用できるよう、警務課、九州管区警察局長崎県情報通信部情報技術
解析課等と連携、情報交換・情報共有を行い、必要があれば情報提供を行う。

情報交換会議３回以上 5回 3回 －

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　新たな形態の犯罪について、県の広報媒体やホームページ等を利用して情報発信を行う。 適宜実施
犯罪情勢及びニセ電話詐欺の被害
防止等について各種通信、ホーム
ページで発信

適宜実施 －

食品安全・消費生活課
　悪質商法等の消費者被害やニセ電話詐欺被害を未然に防止するために、警察と連携して広報啓発を
行う。

警察との連携による消費者被害対策
を適宜実施

警察との連携による消費者被害対
策を適宜実施

警察との連携による消費者被害対策
を適宜実施

1,090

生 活 安 全 企 画 課
新たな犯罪被害防止のため、安全情報の提供、広報啓発活動を行う。特にニセ電話詐欺（特殊詐欺）に
ついては、被害に遭う可能性の高い高齢者に直接被害防止を呼びかけるとともに、被害防止装置の設置
などを推進する。

適宜実施
ニセ電話詐欺（特殊詐欺）被害防
止対策として自動通話録音（警告）
機を設置

適宜実施 －

ｻ ｲ ﾊ ﾞ ｰ 犯 罪 対 策 課
　インターネット利用による犯罪被害防止講話（サイバーセキュリティ講話）や各種会合における啓発、チラ
シ、パンフレット等広報資料作成による啓発活動を推進する。

サイバーセキュリティ講話
13,000人以上受講

サイバーセキュリティ講話
22,582人

サイバーセキュリティ講話
13,000人以上受講

－

地 域 課 　巡回連絡の際、特殊詐欺の発生状況を踏まえた分かりやすい説明を実施し、注意喚起を図る。
巡回連絡を通じて主に高齢者宅を訪
問し注意喚起を実施

巡回連絡を通じて主に高齢者宅へ
注意喚起を実施した。

巡回連絡を通じて主に高齢者宅を訪
問し注意喚起を実施

－

地 域 づ く り 推 進 課 地域住民主体による地域運営組織の立上げ・育成に向けた支援
地域へのアドバイザー派遣、県民参
加を促進する広報を適宜実施

・アドバイザー派遣：22件
・R３に作成した地域運営組織の県
内の先進事例の冊子について、広
報を実施
事業実績額：１３,２９７,２７０円
（2-(5)-①と同一）

地域へのアドバイザー派遣、県民参
加を促進する広報を適宜実施

10,192（当初予算・2-(5)-①と同
一）

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　地域ぐるみで自主防犯活動に取り組む「犯罪のない安全・安心まちづくり宣言」の募集 宣言団体数430団体(R7) 宣言団体数348団体（R4） 宣言団体数430団体(R7) 1,454

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　犯罪なく３ば運動を通じて、地域の連帯感を構築するためのあいさつ運動の励行を図る。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

こ ど も 未 来 課
　ココロねっこ運動を通して、地域教育力を充実させるため、次の取組を実施する。
１　ポスター、チラシの作成、配布
２　地域におけるココロねっこ運動の実践向上のための全２１市町における普及啓発イベントの開催

啓発リーフレットの作成及び各市町
への配布

啓発リーフレットの作成、配布 啓発リーフレットの作成、配布 21,738（再掲）

生 活 安 全 企 画 課
１　犯罪なく３ば運動を通じて、地域の連帯感を構築するためのあいさつ運動の励行を図る。
２　防犯協会等と連携し、地域住民が参加する活動を推進する。

適宜実施
1　適宜実施
２　キャンペーン等を県内各地で
226回実施

適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　スポーツ活動、農業体験等非行少年の社会参加活動を推進することを通じて、少年の立ち直り支援を図
る中で、地域の連帯感や絆を深める。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 947

⑶
安
全
情
報
等
の
提
供

①安全情報等の提供

１　地域住民に対し、生活安全ニュース等により、安全情報等を提供する。
２　定期的なミニ広報紙の発行や管内での事件・事故発生時における交番速報の発行により安全情報を
提供する。

②インターネットによる情
報の提供

③マスメディア等を通じた
情報の提供

④“新たな犯罪”の防止
のための情報提供

２

地
域
づ
く
り

⑴
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の
向
上

①地域コミュニティの基
盤の強化

②地域連帯の再構築
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第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

令和5年度（年）基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

資料4

③自主防災活動等の推
進による地域の連帯感・
絆の強化

危 機 管 理 課
（ 防 災 企 画 課 ）

　自主防災組織育成の主体である市町担当者や、自主防災組織運営の主体となる自治会役員等に対し、
自主防災リーダー研修会等への参加を推進し、更なる育成を図る。

120人 １３６人 １２０人 4,064

交 通 ・ 地 域 安 全 課
１　安全・安心まちづくり通信による情報提供を行う。
２　防犯研修会の開催

・情報提供適宜実施
・防犯協会との共催による研修会を１
回開催

安全・安心まちづくり通信の発行
（R4年度４回）
パートナー通信の発行(R4年度12
回）
1/13研修会の開催

・情報提供適宜実施
・防犯協会との共催による研修会を１
回開催

2,146の一部（再掲）

生 活 安 全 企 画 課
　防犯ボランティア団体への情報提供や合同活動のほか、若い世代や現役世代による防犯ボランティア団
体等の結成を支援する。

防犯用品の無償貸付け、保険への加
入等の支援を継続

防犯用品の無償貸付け、保険加入
の支援を継続実施

防犯用品の無償貸付け、保険への加
入等の支援を継続

599

　地域ぐるみで自主防犯活動に取り組む「犯罪のない安全・安心まちづくり宣言」の募集 宣言団体数430団体(R7) 宣言団体数348団体（R4） 宣言団体数430団体(R7) 1,454（再掲）

長崎県防犯・交通安全パートナー事業所へ防犯・交通安全情報に資する情報を提供することにより、事業
所の自主的な防犯・交通安全活動を活性化させる。

パートナー通信の発行
年10回以上

パートナー通信の発行
(R4年度12回）

パートナー通信の発行
年10回以上

2,146の一部（再掲）

生 活 安 全 企 画 課
　各種会合や広報媒体を活用して、地域住民の意識啓発を図り、若い世代、現役世代の自主防犯活動へ
の参加を働きかけるとともに、自主防犯団体の拡大を図る。

適宜実施 自主防犯団体348団体 適宜実施 －

地 域 課 　民間パトロール隊との合同パトロール等を実施し、自主防犯活動を支援する。
積極的な情報提供と合同パトロール
活動の実施による支援を実施

必要な情報提供や合同パトロール
を行い、自主防犯活動を支援した。

積極的な情報提供と合同パトロール
活動の実施による支援を実施

－

　市町担当課長会議において情報の提供を図るとともに、市町と連携した取組の推進を図る。 会議開催年１回以上 5/10市町担当課長会議を開催 会議開催年１回 2,146の一部（再掲）

 　防犯に対する県民の意識を高め、地域ぐるみの自主防犯活動の輪を県内各地域に広げていくため、推
進旬間に県内各地域で防犯パトロールを実施する。

安全・安心まちづくり宣言団体等に対
し、推進旬間中の防犯パトロールを奨
励

推進旬間中の県内一斉防犯活動を
推奨

安全・安心まちづくり宣言団体等に対
し、推進旬間中の防犯活動を奨励

1,454（再掲）

長崎県安全・安心まちづくりパートナーシップ事業所へ防犯・交通安全情報に資する情報を提供すること
により、事業所の自主的な防犯・交通安全活動を活性化させる。

パートナー通信の発行
年10回以上

パートナー通信の発行
(R4年度12回）

パートナー通信の発行
年10回以上

2,146の一部（再掲）

生 活 安 全 企 画 課
　対策を講じる必要性の高い罪種、被害者類型ごとに自治体、地域住民、事業者等による防犯ネットワーク
の整備を促進する。

防犯ネットワークの活性化、活用促進
関係機関団体と協議会を開催し、意
見交換などを実施

防犯ネットワークの活性化、活用促進 －

河 川 課

道 路 維 持 課

港 湾 課

砂 防 課

漁 港 漁 場 課

児 童 生 徒 支 援 課
　学校における防犯教室や防犯訓練の推進、防犯指導者の育成のため、教職員や安全ボランティア等を
対象に防犯教室推進研修会を開催し、防犯指導の充実を図る。

学校安全教室推進研修会（7月14日、
15日）開催予定

学校安全教室推進研修会（7月14
日、15日）開催

学校安全教室推進研修会（６月２２日、２
３日）開催予定

240.6

生 活 安 全 企 画 課
　防犯講習会等において、女性・子供に対する被害を未然に防止するための対策や、被害にあった場合ま
たは被害にあうおそれがある場合の対処方法の防犯指導を実施する。

防犯講話等を適宜実施 適宜実施 防犯講話等を適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　警察官ＯＢで構成するスクールサポーターを中心として、児童生徒を対象とした具体的想定に基づく防
犯訓練と研修を実施する。

要請に応じて適宜実施 ・防犯訓練145回 要請に応じて適宜実施 －

地 域 課
　生安課と連携して、防犯講習会等において防犯指導を実施するほか、街頭活動を通じての指導を実施す
る。

講習会における防犯訓練の実施、パ
トロール等を通じた指導の推進

講習会における防犯訓練を実施す
るとともに、パトロール等を通じた指
導を推進した。

講習会等における防犯訓練の実施、
パトロール等を通じた指導の推進

－

生 活 安 全 企 画 課
　子供・女性を対象とする声掛け、つきまとい等を認知した場合は、綿密な情報分析と積極的な先制・予防
活動により、行為者の特定を推進し、被害の拡大防止を図る。

全件対応
全件対応（R4年1～12月　285件
認知）

全件対応 －

地 域 課 　声かけ・つきまとい等の事案発生時における検挙活動等及び街頭活動を通じた予防活動を推進する。
早期解決に向けた活動及びパトロー
ルの強化

事案発生時における早期解決に向
けた活動やパトロールの強化を行っ
た。

早期解決に向けた活動及びパトロー
ルの強化

－

8,293

⑶
子
供
・
女
性
を
守
る
取
組
の
推
進

①子供・女性を対象とし
た防犯指導の実施

②子供・女性に対する性
犯罪等の対策の推進

交 通 ・ 地 域 安 全 課

③防犯ネットワークの拡
大

交 通 ・ 地 域 安 全 課

④環境保全による安全・
安心まちづくり

土木部所管の「県民参加の地域づくり事業」、現在の事業活動を維持していく。（参加人数、団体数）
団体数：１，１８０団体
参加人数：４７，０００人

⑵
地
域
の
防
犯
・
安
全
活
動
の
促
進

①地域における防犯活動
への支援

②自主防犯活動の拡大

団体数：１，１８１団体
参加人数：３６，５０９４人
（Ｒ５．２末現在）

団体数：１，２１０団体
参加人数：４０，０００人
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第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

令和5年度（年）基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

資料4

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　性暴力被害者を支援する体制の充実を図る。
性暴力被害者支援「サポートながさ
き」の広報

広報用携帯カードの配布
73,219枚

性暴力被害者支援「サポートながさ
き」の広報

12,493の一部

男 女 参 画 ・
女 性 活 躍 推 進 室

配偶者からの暴力の防止のため、女性に対する暴力をなくす運動等を通じて、女性の人権の尊重のため
の意識啓発を推進する。

女性に対する暴力をなくす運動、若
年層の性暴力被害予防月間への取
組

（女性に対する暴力をなくす運動）
・県内商業施設での啓発パネル展
示
・県内市町発行の広報誌での啓発
記事掲載
・「暴力を選ばない男性たちのアク
ション」　in県庁の開催
・県庁舎駐車場棟及び県庁正面玄
関獅子像をパープルライトアップ
・横断幕の掲揚
（若年層の性暴力被害予防月間）
・横断幕掲揚
・県庁ロビー展
（通年）
・相談カード、啓発物の配布

・女性に対する暴力をなくす運動への
取組
・若年層の性暴力被害予防月間への
取組

12,549の一部

児童虐待防止対策を担う児童相談
所と市町職員の資質向上のための
研修を実施する。

２回実施
児童虐待防止対策を担う児童相談
所と市町職員の資質向上のための
研修を実施する。

842

市町に対して子ども家庭総合支援拠
点の設置を支援する。

適宜実施
市町に対して子ども家庭総合支援拠
点の設置を支援する。

－

　ＤＶ対策については、配偶者暴力相談支援センターの機能強化を図り、被害者および同伴児童の相談か
ら自立までのきれめのない支援を目指すとともに、暴力を未然に防ぐための予防教育や相談窓口の周知
のための啓発を行う。

被害者の心のケア、弁護士相談、ス
テップハウス活用等による自立支援、
暴力を未然に防ぐための予防教育等
を実施する。

ステップハウス利用5世帯(R3)
ＤＶ予防教育
　中学校3校172人、高等学校24校
　3,544人、合計3,716人受講

被害者の心のケア、弁護士相談、ス
テップハウス活用等による自立支援、
暴力を未然に防ぐための予防教育等
を実施する。

60,890

人 身 安 全 対 策 課
（人身安全・少年課）

　ストーカー事案、配偶者等からの暴力等の被害者に対し、その被害を拡大させないよう適切に対応する。 全件対応
全件対応（R4年1～12月　ストー
カー事案291件、DV事案425件認
知）

全件対応 －

人 身 安 全 対 策 課
（人身安全・少年課）

　児童虐待事案への対応に当たっては、児童相談所等関係機関と緊密に連携しながら、児童の安全確保
を最優先として的確に対応する。

全件対応
全件対応（R4年1～12月　児童相
談所への通告人員数600件）

全件対応 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　虐待、性暴力等あらゆる犯罪等の被害を受けた児童に対し、少年サポートセンターを中心に警察委嘱の
臨床心理士であるカウンセリングアドバイザーと連携しながら、カウンセリング等必要な支援を行う。

要請に応じて適宜実施
・カウンセリングアドバイザーとの連
携(警察職員に対する助言57件)

要請に応じて適宜実施 1,248の一部

地 域 課
　事案発生時における検挙活動等及び被害者の訪問活動、街頭活動を通じた被害拡大防止活動を推進
する。

適宜実施
事案発生時の検挙等に向けた活動
や必要な被害拡大防止活動を推進
した。

被害拡大防止活動を適宜実施 －

交 通 ・ 地 域 安 全 課
　地域ぐるみでパトロールや見守り活動等の防犯活動に取り組む「犯罪のない安全・安心まちづくり宣言」
の募集

宣言団体数430団体(R7) 宣言団体数348団体（R4） 宣言団体数430団体(R7) 1,454（再掲）

生 活 安 全 企 画 課 　防犯ボランティア団体の自主的なパトロール活動に対し、地域安全情報等を提供する。
安全情報の提供、合同パトロール等
を適宜実施

安全情報を各種ネットワークを通じ
て発出し、合同パトロールを173回
実施

安全情報の提供、合同パトロール等
を適宜実施

－

少 年 課
（人身安全・少年課）

　警察職員と協働の街頭活動やタイムリーな情報提供等を通じて、少年補導職員による街頭補導活動を
支援する。

各警察署毎月１回以上活動実施 ・街頭補導活動384回 各警察署毎月１回以上活動実施 8,837

地 域 課 　地域安全情報の提供や合同パトロール等の実施により、パトロール活動の強化を図る。 適宜実施
地域の安全に係る情報提供や合同
パトロール等によるパトロール活動
の強化を図った。

合同パトロール等を適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課
１　子ども110番の家に対して安全情報を提供する。
２　学校等と連携して設置箇所の適宜の見直しを図る。

支援、情報交換等を継続実施 支援、情報交換を継続実施 支援、情報交換等を継続実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　学校警察連絡協議会において「110番の家」の周知を図る。
各警察署において年１回以上協議会
を開催

・各警察署において年１回以上広報
各警察署において年１回以上協議会
を開催

－

地 域 課 　巡回連絡等を通じて安全情報を提供する。
巡回連絡等を通じて支援及び情報
交換を実施

巡回連絡等を通じた支援、ミニ広報
紙等を通じた安全情報の提供を実
施した。

巡回連絡等を通じた支援及び情報
提供を実施

－

③子供・女性に対する暴
力等事案の対策の推進

こ ど も 家 庭 課

　関係機関とともに要保護児童の早期発見やその適切な保護・支援を推進するとともに、地域の児童、家
庭の福祉の向上を図る。

④パトロール活動や見守
り活動の充実・強化

⑤子ども110番の家等の
支援

5



第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

令和5年度（年）基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

資料4

こ ど も 未 来 課

　ココロねっこ運動を通して、家庭を軸にした地域社会子育てネットワークづくりと子供の健全育成を推進
するため、次の取組を実施する。
１　ポスター、チラシの作成、配布
２　地域におけるココロねっこ運動の実践向上のための全２１市町における普及啓発イベントの開催

啓発リーフレットの作成及び各市町
への配布

啓発リーフレットの作成、配布 啓発リーフレットの作成、配布 21,738（再掲）

児 童 生 徒 支 援 課
　学校警察連絡協議会の積極的活用と、防犯ボランティアとの情報交換を密に行い、子供を犯罪から守る
対策を推進する。

「学校・警察の相互連絡制度」の積
極的活用

適宜実施
「学校・警察の相互連絡制度」の積
極的活用

－

少 年 課
（人身安全・少年課）

　学校警察連絡協議会の定期的な開催や少年サポートセンターの関係機関・団体向け広報紙である「サ
ポート通信」の定期的な発行等を通じて、教育機関、少年補導員等との情報交換及びタイムリーな情報提
供を実施する。

適宜実施 ・サポート通信年間８回発信 適宜実施 1,248の一部（再掲）

生 活 安 全 企 画 課
　声かけ事案等子供の安全を脅かすおそれのある事案発生の際は、ファックスネットワークや安心メール・
キャッチくんによる迅速的確な情報発信を行う。

迅速かつタイムリーに情報を発信
「安心メール・キャッチくん」による声
掛け事案などの情報提供を229回
実施

迅速かつタイムリーに情報を発信 396

地 域 課 　生安課と連携して、事案発生時の迅速な情報提供等により子供の安全対策を図る。
生安課と連携して、適宜情報発信を
実施

生安課と連携して、適宜情報発信を
行った。

生安課と連携して情報発信を適宜実
施

－

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　県民会議を通して関係業界等への協力依頼を行う。 県民会議　年１回以上開催 6/6県民会議開催 県民会議　年１回開催 440

生 活 安 全 企 画 課

１新聞販売店、コンビニエンスストア等に対し安全情報を積極的に提供し、セーフティステーション活動の
支援を行う。
２「長崎県コンビニエンスストア防犯連絡協議会」を活用して、コンビニエンスストア各店の防犯対策強化
と地域の安全情報発信拠点としての活用を図る。

相互連携により安全情報の発信拠点
としての活動を推進

適宜実施
相互連携により安全情報の発信拠点
としての活動を推進

－

こ ど も 家 庭 課 　相談窓口の周知のための啓発を行う。
相談窓口の周知のための啓発を行
う。

リーフレット等により、相談窓口の周
知のための啓発を行った。

相談窓口の周知のための啓発を行
う。

240

生 涯 学 習 課
　家庭の教育力向上のため、次の取組を実施する。
１　「ながさきファミリープログラム」を市町と連携して推進する
２　「ながさきファミリープログラム」ファシリテーターの資質向上を図る

「ながさきファミリープログラム」の満
足度90％以上

満足度９６．２９％
「ながさきファミリープログラム」の満
足度90％以上

549

少 年 課
（人身安全・少年課）

　保護者を対象とした非行防止講話を開催する。 要請に応じて適宜実施
・各種講話で保護者が同席した際
に実施

要請に応じて適宜実施 1,766の一部（再掲）

②ココロねっこ運動の推
進 こ ど も 未 来 課

　ココロねっこ運動を推進するため、次の取組を実施する。
１　ポスター、チラシの作成、配布
２　地域におけるココロねっこ運動の実践向上のための全２１市町における普及啓発イベントの開催

啓発リーフレットの作成及び各市町
への配布

啓発リーフレットの作成、配布 啓発リーフレットの作成、配布 21,738（再掲）

③放課後児童クラブへの
支援・設置支援 こ ど も 未 来 課 　市町が実施する放課後児童クラブの設置を支援する。 設置数477箇所 設置数   513箇所 設置数500箇所 1,627,525

こ ど も 未 来 課

　書店等への立入調査を実施し、少年を取り巻く有害環境浄化を推進する。
１　立入調査の実施
２　少年保護審議会幹事会の開催
３　有害興行・有害図書の公示

①立入調査１０００箇所
②保護育成審議会年１回の開催
③有害図書類の公示年２回

①立入調査984箇所（暫定値）
②保護育成審議会年１回の開催
③有害図書類の公示年2回

①立入調査１０００箇所
②保護育成審議会年１回の開催
③有害図書類の公示年２回

960

少 年 課
（人身安全・少年課）

　次のような取組を通じて、少年を取り巻く有害環境の浄化を推進する。
１　少年補導員等ボランティアと協働による啓発活動
２　街頭補導活動を通じての立入り

適宜実施
・少年警察ボランティアと連携した有
蓋環境浄化活動延べ250回

適宜実施 9,785の一部

学 事 振 興 課
　こども未来課との連携を図り、ネットパトロール報告書を私立学校に情報提供し、ネット上の不適切記載
事項の削除等、児童生徒を犯罪から守る取組を推進。また、フィルタリングの推進やソーシャルメディア等
の安全・安心な利用のための啓発活動に向けた連携強化

啓発活動を適宜実施 啓発活動を適宜実施した。 啓発活動を適宜実施 －

こ ど も 未 来 課
１　フィルタリングの普及啓発のためのパンフレット作成、配布
２　ネットパトロールの実施

①フィルタリングの普及啓発
②ネットパトロール講習会の実施

①フィルタリングの普及啓発
②メディア関係研修会の実施

①フィルタリングの普及啓発
②メディア関係研修会の実施

3847

児 童 生 徒 支 援 課 　こども未来課との連携を図り、フィルタリング普及に向けた広報啓発活動を推進する。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　各種講話・講習会等において、児童、保護者に対しフィルタリング設定を促すほか、通信事業者に対し青
少年インターネット環境整備法に基づくフィルタリング設定義務の遵守を要請することにより、インターネッ
ト上の有害情報対策を推進する。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 1,248の一部（再掲）

ｻ ｲ ﾊ ﾞ ｰ 犯 罪 対 策 課
１　サイバーセキュリティ講話等各種講話におけるフィルタリング普及促進の推進
２　子供の健全育成に有害と認められるインターネット上の情報の削除

１　サイバーセキュリティ講話等各種
講話におけるフィルタリング普及推進
２　子どもの健全育成に有害と認めら
れるインターネット上の情報の削除

１　サイバーセキュリティ講話等にお
いてフィルタリングについて啓発を実
施
２　有害情報の通報に係る広報を実
施

１　サイバーセキュリティ講話等各種
講話におけるフィルタリング普及推進
２　子どもの健全育成に有害と認めら
れるインターネット上の情報の削除

－

⑥メディア安全指導員の
養成及び派遣 こ ど も 未 来 課 メディア安全指導員の県央地区での養成及び派遣

メディア安全指導員のスキルアップ研
修実施

メディア安全指導員のスキルアップ
研修実施

メディア安全指導員のスキルアップ研
修実施

3847（再掲）

⑥子供を犯罪から守るた
めの情報交換の実施

⑦安全情報配信システム
の有効活用

⑧新聞販売店・コンビニ
エンスストア等のセーフ
ティステーション活動の支
援

⑷
子
供
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
の
取
組
の
推
進

①家庭教育支援事業の
推進

④有害図書類等環境浄
化の推進

⑤インターネット上の有害
情報対策の推進

6



第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

令和5年度（年）基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

資料4

⑦少年非行防止・健全育
成活動の推進

少 年 課
（人身安全・少年課）

　次のような少年警察活動を通じて、非行少年を生まない社会づくりを推進する。
１　非行少年、不良行為少年等の発見・補導活動
２　電話相談「ヤングテレホン」や面接等の少年相談活動
３　非行防止教室、薬物乱用防止教室の開催や各種講演活動等の広報啓発活動
４　学生サポーターと協力してのグループワークなどの立ち直り支援活動

前年を下回る非行少年総数（毎年）
刑法犯少年127人（前年比-16
人）

前年を下回る非行少年総数（毎年） 12,498の一部（再掲）

こ ど も 家 庭 課 　要保護児童等対策地域協議会の開催 年1回開催 年1回開催 年1回開催 286

児 童 生 徒 支 援 課
１　いじめ問題等対策関係機関会議の開催
２　学校警察連絡協議会の積極的な活用

１　年２回程度開催
２　適宜実施

適宜実施
１　年２回程度開催
２　適宜実施

－

少 年 課
（人身安全・少年課）

　学校警察連絡協議会、要保護児童対策地域協議会等の連携体制を有効に活用し、関係機関との連携
強化を図る。

適宜実施
各種協議会は、各警察署ごとに年１
回以上実施

適宜実施 －

地 域 づ く り 推 進 課
　市町が集落対策として進める「小さな拠点」づくりを支援し、集落生活圏の維持・活性化を推進するた
め、地域住民が主体となって行う地域づくりの展開を支援する。

地域住民主体の集落維持に向けて
機運醸成を図るとともに、地域運営
組織の立ち上げ等を進める市町の集
落維持・活性化の取組やNPOや民
間団体と連携した取組を部局横断的
に支援

・アドバイザー派遣：22件
・生活支援等の、地域運営組織の県
内の先進事例について冊子を作成
し、HPで公開・広報を実施
事業実績額：13,297,270円
（再掲・2-(1)-①と同一）

地域住民主体の集落維持に向けて
機運醸成を図るとともに、地域運営
組織の立ち上げ等を進める市町の集
落維持・活性化の取組やNPOや民
間団体と連携した取組を部局横断的
に支援

10,192（当初予算・2-(1)-①の再
掲）

食品安全・消費生活課
地域における高齢者の見守りを促進するため、民生委員・児童委員等を対象とした「リーダー講座」や在
宅介護支援者等を対象とした「見守り講座」等を実施する。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 87

　市町による高齢者の多重的な見守りネットワークの構築を支援するための会議や先進事例の紹介など
を行うセミナーを開催する。

市町の多重的見守りネットワーク構
築支援セミナーの開催数：年１回開
催

市町の多重的見守りネットワーク構
築支援セミナーの開催数：１回

市町の多重的見守りネットワーク構
築支援セミナーの開催数：年１回開
催

539

　老人クラブへの加入を促進し、社会参加活動を支援する。 適時実施 適時実施 適時実施 －

生 活 安 全 企 画 課
１　高齢者の見守り体制に参加し、情報共有の上、連携した活動を推進する。
２　シルバー防犯パトロール隊等自主防犯活動団体に対する情報の提供、合同パトロール等の支援を行
う。

高齢者宅訪問の継続的実施
合同パトロール等を適宜実施

高齢者宅訪問の継続的実施
合同パトロール等を適宜実施

高齢者宅訪問の継続的実施
合同パトロール等を適宜実施

－

生 活 安 全 企 画 課
　高齢者の犯罪被害状況や支援の必要性等の状況を把握し、各種会合における防犯講話の実施や市町
の関係部門や民生委員等と連携するなど安全対策を推進する。

高齢者宅訪問の継続的実施
合同パトロール等を適宜実施

高齢者宅訪問の継続的実施
合同パトロール等を適宜実施

高齢者宅訪問の継続的実施
合同パトロール等を適宜実施

－

地 域 課 　巡回連絡や事案取扱等、あらゆる機会において高齢者の居住実態、ニーズの把握を行う。
巡回連絡等あらゆる機会において実
施

巡回連絡等あらゆる機会を活用して
高齢者の実態や要望把握を行った。

巡回連絡等あらゆる機会を通じて実
施

－

長 寿 社 会 課 　ホームページを活用した各種情報提供を行う。 適時実施 適時実施 適時実施 －

　高齢者に係る所在不明事案の届出を受理した際は、はいかい老人ネットワークの効果的活用により早期
発見・保護を図る。

ネットワークの効果的な活用を適時
実施

適時実施
ネットワークの効果的な活用を適時
実施

－

　安心メール・キャッチくんによる高齢者等の行方不明事案情報の配信 適宜実施
適宜実施（R4中の高齢者等の行方
不明事案情報配信数４３件）

適宜実施 －

地 域 課 　生安課と連携し、街頭活動による早期発見・保護活動を実施する。
発生時における早期発見、保護活動
の実施

生安課等と連携し、早期発見、保護
活動を実施した。

発生時における早期発見、保護活動
の実施

－

生 活 安 全 企 画 課

　市町の高齢者見守りネットワークや青色回転灯防犯パトロール隊等のボランティアと連携し、高齢者の見
守り運動の活性化を図る。
　高齢者の犯罪被害情勢に即した広報チラシ等を作成し、地域課、防犯ボランティア、市町等関係機関・
団体と協力して広報活動を推進する。

高齢者宅訪問の継続的実施
関係機関との連携強化

高齢者宅訪問を実施
関係機関と連携した広報を実施

高齢者宅訪問の継続的実施
関係機関との連携強化

－

地 域 課 　巡回連絡等を通じた防犯広報等を推進する。
巡回連絡等を通じて適宜防犯広報を
実施

巡回連絡等を通じて適宜防犯広報
等独居高齢差等の援助活動を実施
した。

巡回連絡等を通じた防犯広報等支
援活動を適宜実施

－

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　県民会議を通して関係団体に対し、高齢者・障害者に対する犯罪被害防止のための啓発依頼を行う。 県民会議　年１回以上開催 6/6県民会議開催 県民会議　年１回以上開催 440(再掲）

食品安全・消費生活課
　高齢者に対する悪質商法等の消費者被害やニセ電話詐欺被害を未然に防止するために、警察と連携し
て広報啓発を行う。

警察との連携による消費者被害対策
を適宜実施

警察との連携による消費者被害対
策を適宜実施

警察との連携による消費者被害対策
を適宜実施

1,090（再掲）

広 報 相 談 課
生 活 安 全 企 画 課

　高齢者専用ダイヤル、警察安全相談の対応や防犯講話、各種会合等の機会において防犯指導を行い、
高齢者の自主防犯意識を啓発する。

適宜実施
高齢者を対象としたニセ電話詐欺
被害防止をはじめとした防犯講話受
講者数9,454人

高齢者を守るための防犯講習の受
講者数　３万人

－

生 活 安 全 企 画 課 高齢者を守るためにあらゆる機会を通じて、各種犯罪被害防止に向けた防犯講習を推進する。
高齢者を守るための防犯講習の受
講者数　３万人

高齢者を対象としたニセ電話詐欺
被害防止をはじめとした防犯講話受
講者数9,454人

高齢者を守るための防犯講習の受
講者数　３万人

－

地 域 課 　各種会合やミニ広報紙等により犯罪被害防止の広報を行い、啓発活動を推進する。
・会合出席時に適宜実施
・ミニ広報紙を県内で年間1,000回
以上発行

・各種会合出席時に適宜啓発活動
を実施した。
・ミニ広報紙を年間1,560回発行し
た。

・会合出席時に適宜実施
・ミニ広報紙を県内で年間1,200回
以上発行

－

⑧少年の安全・安心を確
保するための対策の推進

⑸
高
齢
者
・
障
害
者
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
組
の
推
進

①高齢者の孤立化防止
対策の推進

長 寿 社 会 課

②高齢者の実態及び
ニーズの把握

③保護対策の推進

人 身 安 全 対 策 課

④独居高齢者等の援助
活動の推進

⑤犯罪被害防止のため
の電話相談や啓発活動
の推進
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第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

令和5年度（年）基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

資料4

交 通 企 画 課
　高齢者を対象とした各種講習会において、犯罪被害防止に向けた講話、広報等による啓発活動を推進
する。

適宜実施
高齢者に対する交通安全教育
1,259回、48,063人

適宜実施 －

介護施設における指導的立場にある者や職員を対象に高齢者の権利擁護のための取組を行う人材を養
成する。

適宜実施
権利擁護推進員養成研修（基礎２
回、実践１回、管理者2回）

適宜実施 1,394

高齢者虐待の防止や成年後見制度等に係る理解の普及啓発を目的とした取組を推進する。 適宜実施

高齢者権利擁護セミナー１回、市町
職員高齢者権利擁護対応力強化研
修１回、成年後見実務者研修２回、
市民後見人養成研修２回、法人後
見研修１回、意思決定支援研修１回

適宜実施 5,438

人 身 安 全 対 策 課
（人身安全・少年課）

高齢者虐待事案を認知した場合は、速やかに市町に通報するとともに、被害防止のための措置を講じる。 全件対応
全件対応（R4年1～12月　通報数９
６件）

全件対応 －

強度行動障害支援者育成研修を実施し、行動障害を有する障害者に対する支援技術の向上を図る。 適宜実施
令和４年９月～令和４年１２月に計１
０回の研修会を開催

適宜実施 431

県内の障害福祉サービス事業所職員を対象に、障害者虐待防止と権利擁護意識の向上を目的とした研
修会を開催する。

適宜実施 令和４年１２月に研修会を開催 適宜実施 354

生 活 安 全 企 画 課
障害者施設における防犯訓練などの機会を通じて、福祉施設関係者に障害者虐待防止への意識啓発を
行う。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

人 身 安 全 対 策 課
（人身安全・少年課）

障害者虐待事案を認知した場合は、速やかに市町に通報するとともに、被害防止のための措置を講じる。 全件対応
全件対応（R4年1～12月　通報数６
件）

全件対応 －

　街路事業に係る歩道を整備する。 620ｍ 621m 820ｍ 68,615

　道路改築事業に係る歩道を整備する。 3,310ｍ 2315m 4434m 292,434

道 路 維 持 課 　交通安全施設等整備事業に係る歩道の整備や交差点改良を実施する。 歩道整備　長さ2,500m 歩道整備　長さ1,739m 歩道整備　長さ2,500m 4,306,068

道 路 維 持 課 　市町と連携の上、必要性の高い箇所から県管理道路における照明設備を整備する。 － － － －

生 活 安 全 企 画 課 　防犯診断の実施による照明設備の必要な箇所の把握と設置の働きかけを行う。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

道 路 維 持 課
（ 都 市 政 策 課 ）

　県管理の都市公園において必要に応じて照明灯等の維持・保全を行う。 必要に応じて実施 －
（R5から都市公園は都市政策課所
管）
必要に応じて実施

－

道 路 維 持 課 　道路公園において、植栽の剪定、照明灯の維持・保全を行う。 必要に応じて実施 － 必要に応じて実施 －

港 湾 課 　港湾緑地の整備にあたっては、必要に応じて照明灯の設置を行う。 必要に応じて実施 － 必要に応じて実施 －

砂 防 課
　砂防関係指定地内で行なわれる犯罪防止に配慮した公園計画・整備については、施工主体及び関係機
関と連携を図りながら、その推進に協働するよう調整に努めます。

随時対応 － 随時対応 －

生 活 安 全 企 画 課
１　防犯診断を実施し、必要に応じて管理者に対し構造設備の改善の申し入れを行う。
２　公園に関する必要な犯罪情報等を自治体等の公園管理者に対して発信する。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

道 路 維 持 課
（ 都 市 政 策 課 ）

　県管理の都市公園内にある駐車場では必要に応じて設備等の維持・保全を行う。 必要に応じて実施 －
（R5から都市公園は都市政策課所
管）
必要に応じて実施

－

道 路 維 持 課 　道路管理者が設置した駐車場において、植栽の剪定、照明灯の維持・保全を行う。 必要に応じて実施 － 必要に応じて実施 －

港 湾 課 　駐車場の整備にあたっては、必要に応じて照明灯の設置を行う。 必要に応じて実施 － 必要に応じて実施 －

建 築 課 ・ 営 繕 課 　駐車場整備を行う際は、防犯に配慮した設計とする。 工事　０件 － 工事　２件 －

住 宅 課
　公営住宅団地において、周囲からの見通しを確保しながら、必要な照明器具を設置した駐車場を整備す
る。

必要に応じて整備 － 必要に応じて整備 －

砂 防 課
　砂防関係指定地内で行なわれる犯罪防止に配慮した駐車場計画・整備については、施工主体及び関係
機関と連携を図りながら、その推進に協働するよう調整に努めます。

随時対応 － 随時対応 －

生 活 安 全 企 画 課
１　防犯指針に基づく防犯設備の設置要領等の助言・指導を行う。
２　駐車場の設置者等に対して犯罪発生状況等の情報を提供する。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　防犯カメラの設置及び運用に関するガイドラインの周知を図る。 適宜実施 HP掲載による周知 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課
　自治体、地域住民その他関係機関・団体と連携しつつ、地域主体による防犯カメラの設置拡充を推進す
る。

適宜連携を図り設置を推進 適宜連携を図り設置を促進 適宜連携を図り設置を推進 －

３
　
環
境
づ
く
り

⑴
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
道
路
等
づ
く
り

①道路の整備
　○歩道の整備 道 路 建 設 課

○照明設備等の整備

②公園の維持・保全

③駐車場の維持・保全

④防犯カメラの設置拡充
に向けた取組の推進

⑥高齢者の尊厳を保持する
ための取組の推進

長 寿 社 会 課

⑦障害者の尊厳を保持する
ための取組の推進

障 害 福 祉 課
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第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

令和5年度（年）基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

資料4

　「道路等に関する指針」に基づいて設置及び指導する。 必要に応じて実施 必要に応じて実施 必要に応じて実施 －

　班長会議等を通じて、行動計画、防犯指針の普及とチェックを指導する。 1回／年 1回／年 1回／年 －

道 路 維 持 課
　「犯罪の防止に配慮した道路等の構造、設備等に関する指針」に基づいて整備すると共に、指針の普及
を図る。（道路課長会議、担当者会議）

2回／年 － 2回／年 －

港 湾 課 必要に応じて実施 － 必要に応じて実施 －

漁 港 漁 場 課 必要に応じて実施 － 必要に応じて実施 －

生 活 安 全 企 画 課
１　道路等の管理者等に対する防犯指針の広報啓発及び必要に応じた防犯設備の設置要請を行う。
２　道路に関する必要な犯罪情報などを発信する。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

交 通 規 制 課 　道路等の整備に関して、協議の場を通じて管理者等に対して、交通管理上必要な助言指導を行う。 適宜実施 協議件数205件（令和４年度） 適宜実施 －

建 築 課 ・ 営 繕 課
　「防犯に配慮した共同住宅に係る設計指針・解説」に基づき、防犯性の高い公共住宅の整備のための
啓発を図る。

適宜実施 － 適宜実施 －

住 宅 課 　市町に対して、防犯に配慮した共同住宅に対する設計指針を周知。
工事予定はないが周知活動は随時
実施する

ＨＰ掲載による周知 ホームページ上で随時実施する －

住 宅 課 　住宅フェアにおいて、県防連等と連携し、防犯機器等の普及及び啓発を図る。 長崎市内で住宅フェアを開催予定 Ｒ４年１０月に県庁舎にて開催 長崎市内で住宅フェアを開催予定 400

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　関係機関と連携し、住宅フェアなどで防犯用品等の活用促進を図る。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課 　住宅課、県防連、防犯設備事業者等と連携し、住宅フェアなどで防犯用品等の活用促進を図る。
長崎県防犯設備協会と連携を図り、
防犯キャンペーン時に広報する

コロナ禍を考慮して中止
長崎県防犯設備協会と連携を図り、
防犯キャンペーン時に広報する

－

交 通 ・ 地 域 安 全 課 適宜実施 1/13防犯研修会を開催 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課 適宜実施 1/13防犯研修会を開催 適宜実施 －

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　ホームページ等を活用し、長崎県防犯住宅推進制度の普及・啓発を行う。 適宜実施 HP掲載による周知 適宜実施 －

住 宅 課 　「長崎県防犯住宅推進制度」について、建築事業者等に対して制度の周知を図る ホームページ上で随時実施する ＨＰ掲載による周知 ホームページ上で随時実施する －

建 築 課 ・ 営 繕 課 　住宅、共同住宅建築に係る指針の普及及び啓発を図る。 適宜実施 － 適宜実施 －

住 宅 課 　住宅、共同住宅建築に係る指針の普及及び啓発を図る。 ホームページ上で随時実施する ＨＰ掲載による周知 ホームページ上で随時実施する －

生 活 安 全 企 画 課 　住宅、共同住宅に係る指針の広報による普及を図る。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

経 営 支 援 課
　大規模小売店舗の店舗面積が3,000平方メートル以上になる新設届出及び変更届出の受理後に、行
動計画、防犯指針及びガイドラインを設置者に配付し、適切な対応を依頼する。

適宜実施

大規模小売店舗の面積が3,000平
方メートル以上となる店舗の新設届
の届出者2者に行動計画等を配布
し、適切な対応を依頼した。

適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課
１　大規模商業施設に対する防犯情報の提供及び防犯診断を実施する。
２　大規模商業施設に関する防犯情報を収集・分析して資料化し関係業界・店舗に対し情報提供する。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　少年補導員、学生サポーター等少年警察ボランティアと協働した大型商業施設の巡視や非行防止キャン
ペーンを通じて施設管理者に対し、万引き等少年非行防止のための環境づくりについて働きかける。

適宜実施
少年警察ボランティアと協働した大
型店舗巡視、非行防止キャンペーン
を適宜実施

適宜実施 10,699の一部

生 活 安 全 企 画 課 　金融機関・コンビニエンスストアに対する強盗防犯訓練の実施、検討会等を開催する。 適宜実施
金融機関・コンビニエンスストアを対
象に11回実施

適宜実施 －

地 域 課 　生安課と連携して模擬訓練を実施する。 要請又は必要に応じて実施
要請又は必要に応じ、生安課等と連
携して防犯訓練を実施した。

要請又は必要に応じて防犯訓練を実
施

－

③商店街振興組合等が
行う街路灯、防犯カメラの
設置支援 経 営 支 援 課

　商店街振興組合等が自ら策定した「商店街活性化プラン」に基づき実施する取組に対し、商店街等を核
とする地域のにぎわい創出支援事業補助金により、市町と連携して支援を行う。

適宜実施

アーケード内照明のLED化（西海市
場協同組合）738千円
商店街アーチ照明設置（長崎市新
大工町商店街振興組合）4,420千
円

適宜実施 －

経 営 支 援 課
　大規模小売店舗の店舗面積が３，０００平方メートル以上になる新設届出及び変更届出の受理後に、行
動計画、防犯指針及びガイドラインを設置者に配付し、適切な対応を依頼する。

適宜実施

大規模小売店舗の面積が3,000平
方メートル以上となる店舗の新設届
の届出者2者に行動計画等を配布
し、適切な対応を依頼した。

適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課 　大規模商業施設の防犯診断、防犯指導時において指針の普及浸透を図る。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

　臨港道路の整備にあたっては、必要に応じて街路灯の設置を行うとともに、見通しの確保に努める。

⑵
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
住
宅
の
普
及

①安全・安心な共同住宅
の整備

②防犯機器の普及啓発

③防犯設備士との連携

　防犯設備士との連携による防犯研修会及び防犯診断を実施する。

④長崎県防犯住宅推進
制度の普及啓発

⑤住宅に関する指針に基
づく整備と普及

⑶
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
商
業
施
設
等
の
環
境
整
備
促
進

①大規模商業施設等へ
の防犯情報の提供、防犯
対策の啓発

②金融機関・深夜商業施
設における防犯訓練及び
防犯機能の向上

④大規模商業施設に関
する指針に基づく防犯環
境整備の促進

⑤犯罪の防止に配慮した
道路等に関する指針に基
づく整備と普及

道 路 建 設 課
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第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

令和5年度（年）基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

資料4

学 事 振 興 課
　私立学校において、不審者侵入等への対応など危機管理体制、防犯体制の確立に係る指導を実施す
る。

学校の検査実施時に体制を確認し、
指導する。

学校の検査実施時に体制を確認し、
指導した。

学校の検査実施時に体制を確認し、
指導する。

－

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　子供に対する防犯指導ができる人材を養成するための研修会の開催
防犯協会との共催による研修会を１
回開催

1/13宣言団体、事業所等を招き実
施

防犯協会との共催による研修会を１
回開催

－

こ ど も 未 来 課
　保育所、幼稚園、認定こども園等において、不審者侵入等への対応など危機管理体制、防犯対策に係る
指導を実施する。

巡回指導や認可認定の現地調査、監
査で確認と指導
認可認定申請時の書類で確認

巡回指導や認可認定の現地調査、
監査で確認と指導
認可認定申請時の書類で確認

巡回指導や認可認定の現地調査、監
査で確認と指導
認可認定申請時の書類で確認

－

こ ど も 家 庭 課 　児童福祉施設長会議において、周知、啓発を図る。 会議年2回 年1回開催 会議年2回 －

児 童 生 徒 支 援 課
　「学校における安全管理の手引」や文部科学省作成資料等を活用し、各学校単位での実態に応じた防
犯訓練の実施を指導する。

児童生徒に対し防犯教室を実施して
いる学校の割合100％

適宜実施（統計は10月頃に算出）
児童生徒に対し防犯教室を実施して
いる学校の割合100％

－

生 活 安 全 企 画 課 　学校が実施する避難訓練、声かけ事案対応訓練に対する支援を行う。 防犯教室の開催に併せて実施
児童等に対する不審者対応訓練を
177回実施

防犯教室の開催に併せて実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　少年警察ボランティアやスクールサポーターと連携して、学校等における不審者侵入及び避難訓練を実
施する。

適宜実施 防犯訓練145回 適宜実施 10,699の一部（再掲）

②教職員等に対する防犯
教室等の推進 児 童 生 徒 支 援 課 　防犯教室推進研修会を開催し、各学校において実施する防犯訓練指導者の育成を図る。

学校安全教室推進研修会（７月１４日、１
５日）開催予定

学校安全教室推進研修会（7月14
日、15日）開催

学校安全教室推進研修会（６月２２日、２
３日）開催予定

240.6

③児童生徒に対する相談
体制づくりの推進 児 童 生 徒 支 援 課 　公立小・中・高校にカウンセラー等を配置し、相談業務の円滑な推進のために研修会等を開催する。

・スクールカウンセラーの配置300校
・SC/SSW配置校研修会開催

スクールカウンセラーの配置３２２校
・スクールカウンセラーの配置３００校
・SC/SSW配置校研修会開催

208,913

④学校安全体制の整備
促進

児 童 生 徒 支 援 課 　各学校の実態に応じた学校安全計画、対応マニュアルの作成を指導する。

・「学校における安全管理の手引」の
見直
・対応マニュアルの作成等の指導を
適宜実施

適宜実施

・「学校における安全管理の手引」の
見直
・対応マニュアルの作成等の指導を
適宜実施

－

こ ど も 未 来 課
１　地域・家庭における子どもの安全意識（指針）の浸透を図る。
２　保育所、幼稚園、認定こども園等における子どもの安全意識（指針）の浸透を図る。

文書での指導の徹底 文書での指導を実施 文書での指導の徹底 －

こ ど も 家 庭 課 　児童福祉施設長会議において、周知、啓発を図る。 会議年2回 年1回開催 会議年2回 －

児 童 生 徒 支 援 課
　「学校における安全管理の手引」や文科省作成資料等の活用により、児童生徒への安全教育の充実、
学校の安全管理の徹底、保護者や地域及び関係団体との連携を図る。

学校安全教室推進研修会（7月14
日、15日）開催予定

学校安全教室推進研修会（7月14
日、15日）開催

学校安全教室推進研修会（６月２２
日、２３日）開催予定

240.6

生 活 安 全 企 画 課 　児童等への安全講話を実施するとともに、学校・地域等へ安全情報を提供する。 適宜実施
児童等に対する情報提供を592回
実施

適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　学校警察連絡協議会を通じて教育機関との情報共有を図る。
各警察署において学校関係者と調整
を図り適宜実施

各警察署において年１回以上情報
共有

各警察署において学校関係者と調整
を図り適宜実施

－

⑷
学
校
等
に
お
け
る
子
供
の
安
全
確
保
の
た
め
の
取
組
の
推
進

①防犯訓練の実施

⑤学校等に関する指針に
基づく安全確保
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第４次行動計画に基づく各部局の取組（行動計画の施策・事業別）

目標 実績 目標（案） 予算（千円）

令和5年度（年）基本
方向

施策 事 業 担 当 課 （ 室 ） 具 体 的 内 容
令和4年度（年）

資料4

児 童 生 徒 支 援 課 　各種研修会において「通学路マップ」、「安全マップ」の作成と定期的な見直しを指導する。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課 　子ども１１０番の家に関する情報を提供する。 適宜実施
防犯講話開催時などにおいて情報
交換を実施

適宜実施 －

交 通 ・ 地 域 安 全 課
　　「安全・安心まちづくり宣言団体」や「防犯・交通安全パートナー事業所」に働きかけて、通学路における
見守り活動等の活性化を図る。

適宜実施
宣言団体及びパートナーシップ事業
所に働きかけ

適宜実施 2,146の一部（再掲）

こ ど も 未 来 課
１　ココロねっこ運動の重点目標であるあいさつ・声かけ運動を推進する。
　　（青少年ココロねっこ指導員を中心に、あいさつ・声かけ運動を推進する）
２　ホームページにより広報啓発する。

ココロねっこ運動の継続推進 ココロねっこ運動の実施 ココロねっこ運動の継続推進 21,738（再掲）

児 童 生 徒 支 援 課
　関係機関や地域の団体、PTAとの連携により、登下校時の見守り活動やパトロール活動等通学路の安
全確保対策を推進する。

関係機関や地域の団体、PTA等と連
携して登下校時の見守り活動をして
いる学校の割合100％

適宜実施（統計は10月頃に算出）
関係機関や地域の団体、PTA等と連
携して登下校時の見守り活動をして
いる学校の割合100％

－

生 活 安 全 企 画 課 　学校、防犯ボランティアに対して、安全情報を提供する。 タイムリーに安全情報を提供
「安心メール・キャッチくん」による情
報提供を229回、ファックスネット
ワークによる情報提供を11回実施

タイムリーに安全情報を提供 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　警察職員との協働実施やタイムリーな情報提供を通じて、少年補導員等少年警察ボランティアによる児
童の登下校時の見守り活動等を実施する。

適宜実施 街頭補導時に適宜実施 適宜実施 10,699の一部（再掲）

地 域 課 　児童・生徒の登下校時間帯における学校周辺及び通学路のパトロール・街頭監視活動を実施する。
登下校時間帯にパトロールや街頭監
視活動を実施

登下校時間帯におけるパトロールや
街頭監視活動を適宜実施した。

登下校時間帯におけるパトロールや
街頭監視活動を実施

－

交 通 企 画 課
　交通事故防止の観点から、児童・生徒の登下校時の安全確保のために、主要交差点等での街頭指導
活動を通じて、児童・生徒の安全を確保する。

適宜実施
朝夕の時間帯に主要交差点での街
頭指導活動を適宜実施

適宜実施 －

こ ど も 未 来 課
１　ココロねっこ運動の重点目標であるあいさつ・声かけ運動を推進する。（青少年育成ココロねっこ指導
員の登下校時の巡視）
２　ホームページにより広報啓発する。

ココロねっこ運動の継続推進 ココロねっこ運動の実施 ココロねっこ運動の継続推進 21,738（再掲）

児 童 生 徒 支 援 課
　各種研修会や学校を通じて、地域住民に対して、児童等の安全確保のための通報連絡等に関する協力
を要請する。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課
　自治会または防犯ボランティア団体に対して、地域での子供を対象とした事案等の情報を提供し、協力
を要請する。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　研修会等において、少年警察ボランティアをはじめとする地域住民に対し、児童生徒の安全確保のため
必要な際に適宜の対応をとることについて働きかける。

適宜実施 各種会議で適宜実施 適宜実施 －

こ ど も 未 来 課 　地域・家庭において児童等の安全確保のための指針を浸透させる。 指導等継続実施 指導等継続実施 指導等継続実施 －

こ ど も 家 庭 課 　児童福祉施設長会議において、周知、啓発を図る。 会議年2回 年1回開催 会議年2回 －

児 童 生 徒 支 援 課 関係機関等と連携し、通学路の安全点検を実施する。 通学路の安全点検を適宜実施 適宜実施 通学路の安全点検を適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課 　指針に基づく危険防止活動等がなされるよう住民に対する啓発を図る。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

少 年 課
（人身安全・少年課）

　非行防止教室、薬物乱用防止教室等の機会を利用して防犯指導を実施する。 各学校からの要請に応じて適宜実施

・非行防止教室～194回開催、参加
者32,548人
・薬物乱用防止教室～97回開催、
参加者14,031人

各学校からの要請に応じて適宜実施 1,766の一部（再掲）

交 通 ・ 地 域 安 全 課 　県警と連携し、観光業界等に対し、安全情報の提供を図る。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

観 光 振 興 課 　交通・地域安全課及び生活安全企画課による安全情報等の提供先拡大に協力する。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課
　観光業界に対し、インターネット活用による安全情報を提供する「もってこいネットワーク通信」への参加
を働きかけていく。

適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

観 光 振 興 課
国 際 観 光 振 興 室

　生活安全企画課と連携し、宿泊施設や観光施設等を通じて、観光旅行者等への注意喚起を図る。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課
１　防犯カメラの設置拡充への働き掛け
２　県文化観光国際部、宿泊業者、旅行業者と連携し各種防犯情報を提供する。

適宜実施
１　防犯カメラ20台の減耗更新
２　適宜実施

適宜実施 2445

観 光 振 興 課 　生活安全企画課と連携し、観光関係者の会議等を通じて、防犯に関する情報を提供する。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

生 活 安 全 企 画 課 　ホテル・旅館等の管理者等に対して、防犯指導を実施する。 適宜実施 適宜実施 適宜実施 －

④修学旅行生の安全確
保 少 年 課

（人身安全・少年課）

　本県への修学旅行を計画している学校から、児童生徒の安全確保について協力要請がなされた際に
は、その必要に応じて事件事故の未然防止と発生時の迅速な対応のための宿泊地の警察署への行程の
手配のほか、学校に対して関係警察署の連絡先等の情報提供を行う。

学校からの要請に応じて実施 適宜実施 学校からの要請に応じて実施 －

⑸
通
学
路
等
に
お
け
る
子
供
の
安
全
確
保
の
た
め
の
取
組
の
推
進

①子ども１１０番の家の周
知徹底と安全マップの作
成・更新

②通学路等におけるパト
ロール・見守り活動の推
進

③通学路等における児童
等の安全確保の要請

④通学路等に関する指針
に基づく整備と普及

⑹
観
光
旅
行
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

取
組
の
推
進

①観光業界へのインター
ネットによる情報の提供

②観光旅行者等の犯罪
被害防止対策の推進

③防犯検討会の開催、防
犯設備の保守点検
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